
Ⅰ．はじめに

　近年多様化・高度化する森林に対する国民のニーズに対応すべ

く，平成１４年４月１日より全国の森林は重視すべき機能によって

「水土保全林」「森林と人との共生林」「資源循環利用林」の３つ

に区分された。多機能を有する森林の大切さをより多くの人々に

知ってもらうためには人々に森林に足を運んでもらうことが効果

的ではないかと考えられる。そこで本研究では「森林と人との共

生林」に着目し，フォトモンタージュ法を用いて林内に設けられ

たアスレチック施設やキャンプ場，登山道，渓流，遊歩道の５タ

イプの利用目的別に，ヒノキ林，クヌギ林，アカマツ林，スギ林

の４タイプの森林を想定した合成写真を作成し，イメージ評価ア

ンケート調査によって，より多くの人々に好まれる森林レク

リェーションの場として適した森林とはどのようなものかについ

て検討した。

Ⅱ．調査方法

　まず５つの利用目的別に４タイプの森林のモンタージュ写真を

計２０枚作成し，３０名の調査対象者（以下被験者とする）に対して

SD法によるイメージ評価アンケートに回答を求め，因子分析を

行なった。解析ソフトはエクセル統計 ’９７を用いた。

　ベースとなる林分は，枝下高３m以上，立木密度１１００本／ha以

下，胸高直径２０cm以上，低木層をなくすことで好感性の評価を

よくすることができると考えられるとの報告（3）により，これ

らの条件を満たす林分として宮崎県諸塚村の３４年生のヒノキ林を

デジタルカメラ（OLYMPUS C-７２０ Ultra Zoom）により視点の

高さ（地上約１．５ｍ）で水平に撮影した。ベース写真と異なる要

素を用いて林内の樹種や施設等を変化させるために，必要な要素

を上記のデジタルカメラで撮影し，ベース写真と同様パソコンへ

取り込みを行なった。パソコンに取り込んだベース写真に，画像

処理ソフトAdobe PhotoShop ７．０を用いて要素画像を貼り付け，

利用目的ごとに４タイプの森林を想定したモンタージュ画像を２０

枚作成した。それをデジカメ光沢用紙（ELECOM ８９×１２７mm）

に印刷し，モンタージュ写真とした。写真１，２，３，４はアスレ

チック施設，写真５，６，７，８は登山道，写真９，１０，１１，１２はテ

ントサイト，写真１３，１４，１５，１６は渓流，写真１７，１８，１９，２０は

遊歩道と，各々ヒノキ林，クヌギ林，アカマツ林，スギ林とを組

み合わせたものである。

　被験者の内訳は，宮崎大学の学部生と大学院生の計３０名（農学

部２３名，教育学部６名，工学部１名）である。男女の比率は１：

１で，農学部の学部生では２年生１人，３年生１人，４年生１０人，

大学院生では修士課程１年生３人，修士課程２年生６人，博士課

程１年生１人，研究生１人である。教育学部の学部生では１年生

５人，３年生１人，工学部の学部生では３年生１人である。

　被験者に２０枚のモンタージュ写真について１枚につき３０秒間目

視してもらい，その後 SD法を用いたイメージ評価アンケートに

回答を求めた。これは１６対の形容詞対にそれぞれ７段階の尺度を

設け，被験者のイメージの程度を数量的に答えさせるもので，形

容詞対は梶返ら（2）の用いた形容詞対から適当と思われるもの

を選択して用いた。　
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Ⅲ．結果および考察

　一度目の因子分析の結果は累積寄与率が低く，１６個の形容詞対

のうち「暑い－寒い」「明るい－暗い」の２つに関して共通性が

低かったためこれら２つの形容詞対を除いて再度因子分析を行

なった結果について考察した。

　因子分析の結果から，累積寄与率では第３因子までで約７割強

の変動を説明でき，固有値も１．０以上の値を示すことから，第３

因子までを採用した（表－１）。第１因子は寄与率３０．４％を示し，

「美しい－醜い」「自然的な－人工的な」「親しみやすい－親しみ

にくい」「快適な－不快な」「広い－狭い」「開放的な－閉鎖的な」

などの形容詞対との相関が高いことから“好感性”を表わす因子

と判断した。第２因子は寄与率２２．７％を示し，「やわらかい－か

たい」「女性的な－男性的な」「力強い－弱々しい」「静かな－う

るさい」などの形容詞対との相関が高いことから“柔軟性”を表

わす因子と判断した。第３因子は寄与率２１．０％を示し，「安定し

た－不安定な」「珍しい－ありふれた」「安全な－危険な」「変化

に富んだ－単調な」などの形容詞対との相関が高いことから“安

定性”を表わす因子と判断した。

　ここでさらに各写真の因子得点を求め，“好感性”　と“柔軟

性”，“好感性”と“安定性”をそれぞれ横軸と縦軸に示した散布

図を作成し（図－１，図－２），これをもとに“好感性”，“柔軟

性”，“安定性”のイメージ評価における考察を行なった。また写

真１～２０の評価順位と評価の度合を示す表も作成した（表－２）。

　好感性の評価が高かった写真は順に１６，２０，１４，１３で，低かっ

たのは３，１９，２である。１６，１４，１３は渓流の写真で１６が最も好感

性が高くなっており，スギの樹幹の通直ですっきりしたイメージ

によるものと考えられる。これは２０にも共通するイメージである

と思われる。１４はクヌギ林より「自然的な」「親しみやすい」印

象を受けたと考えられる。上位４枚の写真に共通する点として視

線を遮る施設等が存在しないことが挙げられる。それにより人は

圧迫感を覚えることなく「開放的な」印象を受けたものと考えら

れる。一方３，２はアスレチックがおかれていることで障害物的な

イメージを受けることで評価が低くなり，３，１９では樹冠の葉の

多さから「閉鎖的な」印象を，アカマツの色感や樹皮から弱々し

い印象を受けたことが考えられる。以上より，アカマツ林よりも

スギ林のほうが「親しみやすい」印象を受ける傾向がうかがえる。

さらに視線を遮るものがあるか否かは好感性に影響するものと考

えられる。

　柔軟性の評価が高かった写真は１５，６，７，１９で，低かったのは

４，１７，２０，２である。６はクヌギの葉の柔らかいイメージによる

もので，１５，７，１９のアカマツは樹皮や葉の色などから「やわら

かい」「女性的な」印象をもたれたと推察される。一方４はスギ

のまっすぐ伸びた樹幹の力強さから「かたい」「力強い」といっ

た印象を受けたものと考えられる。１７，２０も同様，樹幹の通直な

イメージが影響したことによるものと考えられる。２はアスレ

チックによって視線が遮られることで「うるさい」といった印象

を受けたことによる影響が考えられる。以上より，アカマツは

「女性的な」「やわらかい」印象を与え，スギやヒノキは「力強

く」「男性的な」印象を与えるといった傾向がうかがえる。さら

に被験者は緑の色の濃度で柔軟性を判断していることも推察され

る。

　安定性の評価が高かった写真は１４，５，８，１７，９で，低かった

のは２，１５，４，１６である。評価の高かった上位５枚の写真では樹

幹が通直であることから「安定した」「単調な」印象を受けるも

のと考えられる。一方評価の低い２，４は，下草が生えていること

で足回りの不安さを感じることから「危険な」印象を，また下草

の上に直接アスレチックがおかれていることから「珍しい」「不

安定な」印象を抱いたことが考えられる。クヌギ林のほうが評価

が低いのは，葉などの感じからより「変化に富んだ」印象を受け

たことによるものと考えられる。１５，１６はアカマツ林と渓流との

組み合わせが一般的にあまりないことや樹木と渓流との距離が近

いことから「珍しい」印象を受けたものと考えられる。

Ⅳ．ま　と　め

　以上の考察より，森林レクリェーション利用に適した林分構造

に関して次のようなことが分かった。好まれる森林の樹種のタイ

プについて，本研究において最も好まれるのは通直な樹幹とすっ

きりしたイメージを持つスギ林で，次いでヒノキ林が好まれる傾

向がうかがえた。続くクヌギ林では林内において活動するのに適

した空間が確保されると好まれる傾向がうかがえる（1，5）。ア

カマツ林は緑量の少ない色感や樹木自体の弱っているイメージに

より，好感性が低くなる傾向がうかがえることから，適当な緑量

を配慮することが必要であると考えられる。他の要素として水の

存在は好感性に影響する傾向がうかがえる。また視線を遮るもの

の有無は好感性に影響を及ぼすと考えられることから，林内に施

設等を設ける際には十分考慮すべきではないかと考える。最後に

遊歩道等を設けることで歩きやすさはもちろんのこと，足回りの

不安さを緩和することにも役立つと考えられる。評価の低かった

林分に関しても立木密度や枝下高を人為的に管理し，下刈りを適

切に行うことで見通しの良好な「親しみの持てる森林」へと改善

され，より評価が高まると考えられる（4）。また本研究におけ

る４樹種の中でスギ林やヒノキ林が好まれることから，現在日本

各地に広がる人工林についてもレクリェーション利用が可能な森

林であると考えることができる。

　今後の課題として，写真の構成を考える時点で現実味のある写

真構成について熟慮する必要があったことが考えられる。また今

回の被験者はすべて学生であったため，次回は被験者の年齢，所

属等による違いについて検討していきたい。　
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図－１．横軸に好感性，縦軸に柔軟性を示した散布図
図－２．横軸に好感性，縦軸に安定性を示した散布図

表－１．因子負荷量（回転後：バリマックス回転）

共通性
因子№
 3

因子№
 2

因子№
 1

変数名

０．７８１１５０．０４４４８０．８４２５２０．２６３３１やわらかい－かたい

０．８３２４７０．３００１１０．１２７８６０．８５２０９美しい－醜い

０．７７３０９０．７５７６４－０．２４７０８０．３７１５１安定した－不安定な

０．５５８２２－０．７０８２８０．１３４４９－０．１９６１３珍しい－ありふれた

０．７４７６００．１０８１４０．４７９４００．７１１４0自然的な－人工的な

０．９０４９７０．１１６１８０．１２２５９０．９３６１９
親しみやすい－親しみ
にくい

０．６４９２９０．７２３９３０．３２３８５０．１４２６１安全な－危険な

０．７６６２２－０．８６２２４０．０４４９７０．１４３９８変化に富んだ－単調な

０．７６２６２－０．１６０９４０．８２４８５０．２３７３８女性的な－男性的な

０．７７３８７０．３２８７１０．１０５５９０．８０９１２快適な－不快な

０．６８４８６０．１９５５３０．５２０１７０．６１３２４広い－狭い

０．８３０３００．０９９８１－０．８７８１９０．２２１６４力強い－弱々しい

０．７７２０２０．５１９０３０．５５２３３０．４４４４９静かな－うるさい

０．５５０４９－０．１１５８９－０．０５４１００．７３０８５開放的な－閉鎖的な

安定性柔軟性好感性

表－２．写真１～２０の評価順位と評価の度合

安定性柔軟性好感性
 因子名
写真№ 

３１３４１４２５１

５２０４１７４１８２

４１６２５５２０３

５１８５２０４１４４

１２４１３４１６５

３１４１２３７６

３７１３３１３７

１３２７３１１８

２５４１５３１０９

３８３１０４１７１０

２６５１１４１５１１

３１２４１６３１２１２

３９２６２４１３

１１２８２３１４

５１９１１２６１５

４１７３９１１１６

２４４１９３８１７

３１０３１２３９１８

４１５１４５１９１９

３１１４１８２２２０

注）左欄：評価の高い順に１～２０
　　右欄：評価の度合
　　　　　　１…因子得点が　１．２以上
　　　　　　２…因子得点が　０．５～１．２
　　　　　　３…因子得点が　－０．５～０．５
　　　　　　４…因子得点が　－１．２～－０．５
　　　　　　５…因子得点が　－１．２以下
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写真３．アカマツ林とアスレチック施設写真２．クヌギ林とアスレチック施設写真１．ヒノキ林とアスレチック施設 写真４．スギ林とアスレチック施設

写真７．アカマツ林と登山道写真６．クヌギ林と登山道写真５．ヒノキ林と登山道 写真８．スギ林と登山道

写真１１．アカマツ林とテントサイト写真１０．クヌギ林とテントサイト写真９．ヒノキ林とテントサイト 写真１２．スギ林とテントサイト

写真１５．アカマツ林と渓流写真１４．クヌギ林と渓流写真１３．ヒノキ林と渓流 写真１６．スギ林と渓流

写真１９．アカマツ林と遊歩道写真１８．クヌギ林と遊歩道写真１７．ヒノキ林と遊歩道 写真２０．スギ林と遊歩道

（２００３年１０月３０日　受付；２００３年１２月２４日　受理）


